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カノープスを知る喜び
會　　員　　　 二1ヒ　　　番寸　　　重　　　雄
　嚴冬二月の深イ憂南の地炉低く懸る全天第二の一等星カノ1プス，それは星
を知って以來の僕の大きな憧がれでした．駄目とは知り乍らも時には大屋根
へまでも上って，明るV・電光にぽかされた大阪市内の南天を僕は幾度1血眼セ
探し廻した事でせう．それが髭の郊外に移り住む様になって初めて念願の叶
へられる日が來ました。それは實に一昨年の一月こ二十一日の夜李でした．同
志の中，田舎に居るお蔭で僕が第一番に彼を見村ける事の出來たのを感謝し
乍ら潤い夜風の中に約一時聞事も立ちつくしてゐました．眞暗な氏瀞示申祠二の
境内です．だが憧れのカノ1プスを見た喜びの前には氣味悪さなんか何でも
ありません・共の翌日僕は同志二人と野尻氏に早速その喜びを傳へました．
其の文面は今でも全部抑えてゐます．
　　　　　×　×　×　×　×
お喜び下さい．僕は憧れ久し）・カノ1プスに會ひました
それは昨夜列星の震へる様な幽きの下で，
人氣なき夜更けの肺杜の境内から，
僕は双眼鏡の笹野の眞申に，
はにかむ様に瞬く彼女の委を見出しました．
僕は家へ走夢ました，引返す手には星圖をしっかりと，
そしてそれが紛れもなくカノ1プスであると知った時，
僕の心は感激で一杯でした・
取るものも取零へず此の：喜びを眞先にお傳へします・
　　　　　×　　　　　×　　　　　×　　　　　×　　　　　×
X
×
　其の年は其の後二回見ただけだった．昨年は揚所を夏へて見たのでもう少
し都心よく前後五回會へた．僕の経験では地ZFさへ晴れたらカノープスはそ
んなに低くはなV・から熱心次第で直ぐ見つかると思ひます．最初はどうして
も双眼鏡が要るでせう．今年も又カノ1プスの見える二月となりました．だ
が僕は昨夜やつと一年振の挨拶をしたところです．諸君奮って，カノ1プス
を見つけて下さい．そして大阪近郊からでも立派に見える事をたしかめて頂
きたいと存じます．お玉，カノ1プスよ，讃へられてあれ！．　（7，2，22）
